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Analysis of Mokichi’s tanka work，by the angle as“Polyphony”
KONNO Shinji
Abstract
The concept of “Polyphony” was advocated by Mikhail Mikhailovich Bakhtin. In 
this paper, this concept will be used to analyze the tanka poems of Mokichi Saito. It 
has been criticized and known as a fact that the expressions Mokichi Saito used in 
his tanka poems are words from the Manyoushu.  This actually denotes the fact that 
Mokichi Saito jointly used Manyoshu, which were Japanese words used in the 8th 
century together with words used in his time.  This “joint use” depicts “polyphony”. 
If that is possible, the paper suggests that there is some sort of connector that has been 
created to collaborate the 8th century Japanese with Mokichi Saito’s Japanese in the 
Meiji period.
　　As a result, a similar situation can be assumed in the study of languages.  Since 
this paper focuses on methods, further research can be based on the idea that languag-
es in general can be considered as “polyphony.”
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1 歌集『赤光』（1913 年、東雲堂書店）をおもに採りあげる（註 2）。テキストとしては、大
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後の短歌界に小さいながら一期を劃すやうに働掛けたと言放つ」と述べている。
　『赤光』出版から 2 年が経過した大正 4（1915）年になってから『アララギ』は、第 8



























































　「明治四十年作」とある「6　雲」という小題のもとの 14 首（62 ～ 75）、それに続いて
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83：	猿の子の目のくりくりを面白み日の入りがた／をわがかへるなり






ことになるが、例えば、本居大平編の歌集『八十浦之玉』3 巻 6 冊（文政 5　1822 年成立）
には「カギロヒ」の使用がみられる。当該歌集は、「賀茂真淵・本居宣長が復興した古風
の長歌・短歌のうち約三百人、一千余首の選集」（『日本古典文学大辞典』第 6 巻、59 頁）で、
この歌集に 16 例の「カギロヒ」が使用されている。「日本文学ＷＥＢ図書館」を使って検
索したところ、他には本居宣長の歌集である『鈴屋集』9 巻 9 冊（巻 7 までは宣長の自撰
で 1798 年から 1800 年にかけて刊行）に 3 例、加藤千蔭『うけらが花』（初編・2 編とも





　『日本国語大辞典』第 2 版は見出し「はたぐも [ 旗雲 ]」を「旗のようにたなびいている











































































  「改選版第三版」は 63 の「脚底」に「あしそこ」という振仮名を施している。『日本国語



























































































































































2　	『赤光』は大正 2（1913）年 10 月 15 日に、東雲堂書店からアララギ叢書第 2 編として発行された。
明治 38 年から大正 2 年 8 月までの歌作品 834 首を、制作の新しいものから、古いものへと逆年
順に排列し、「巻末に」という後記が附されている。後記中に八百三十三首を以て此一巻を編ん
だ」とある 833 首は誤り。大正 4 年 7 月 1 日には再版が、大正 7 年 5 月 20 日には三版が、大正
8 年 3 月 20 日には四版が、大正 8 年 11 月 10 日には五版が刊行されている。再版において「『赤光』
再版に際して」という後記が付け加えられ、三版において初版及び再版の後記に加筆し、さら
73
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に「『赤光』三版に際して」という後記が付け加えられている。歌作品には五版まで改訂がない
ことが指摘されている。大正 10 年 11 月 1 日には「改選版」が東雲堂書店から刊行される。この「改
選版」では、初版から 75 首を削り、「盬原行」に「あまつ日は山のいただきを照らしたりふか
き峡間の道のつゆじも」という 1 首を加え、全体で 760 首を収める。歌作品の改作訂正も少な
からず施された。巻末には「改選「赤光」跋」が加えられている。大正 14 年 8 月 15 日には「改
選版」の第 3 版が春陽堂から刊行される。この第 3 版では「改正版」初版の誤植を訂正し、歌
作品の辞句や後記の文章を少し改め、「改選「赤光」第三版跋」が新たに附されている。昭和 24
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でよいか。
8 『日本国語大辞典』第 2 版は、見出し「おおはたぐも」の使用例として、「小旗ぐも大旗雲のな
びかひに今し八尺の日は入らむとす」を示している。しかし「こはたぐも」は見出しとしてい
ない。それはそれとするが、「おおはたぐも」の語釈には「旗のようにたなびいている大きな雲」
とある。「オオハタグモ」は〈大きな旗雲〉であるはずで、その「ハタグモ（旗雲）」が〈旗の
ようにたなびいている雲〉であるならば、語義は〈大きな、旗のようにたなびいている雲〉と
記述するべきではないか。
9  「広本節用集」は「脚底」と「アシモト」とを結びつけている。それに従えば、この「脚底」は
「アシモト」という語を書いたものであることになる。そうであった場合、斎藤茂吉がどこでこ
の漢字列「脚底」にふれたか、ということになるが、初版の時点では、漢字列「脚底」は「ア
シモト」を書いたものであった可能性がまったくないかどうか。
10 「語誌」の記述に「席を譲り」というような比喩的な表現が使われていることの可否については
措くとしても、「その後中世末、口語資料の出現により再び浮かび上がり現代語に至る」は視点
が錯綜しているのではないか。「中世末」になって、「話しことば」を（そのままではないにしても）
ある程度交えたかたちで記されている文献がつくられ、それが現在まで残されていることによっ
て、現代人が、当該時期の「話しことば」について、幾分なりとも窺うことが可能になったが、
そうした文献には「カラ」の使用が認められる、ということであるはずで、「浮かび上がり」と
いうような比喩的表現も、視点が定まらないため、有効な表現にはみえない。
11 あるいは、その程度の「ぼんやりとした状態」で言語がやりとりされている、とみることもできる。
この「ぼんやりとした状態で言語がやりとりされている」ということについては、一度は正面
から考えてみる必要があろう。
